
　

第
26
回
の
全
国
農
民
連
青
年
部
総
会
が
2
月

12
・
13
日
埼
玉
県
伊
南
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、

台
湾
と
昨
年
は
部
員
が
世
界
へ
飛
び
、
そ
の
活

動
を
報
告
。
中
で
も
ス
ペ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
ビ

ア･
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
国
際
総
会
で
平
間
徹
也
部
長

が
出
会
っ
た
青
年
を
招
き
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

や
小
農
民
の
権
利
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
ぜ
彼
ら
は
た
た
か
っ
て
い
る
の
か
？
26
歳
の

ふ
た
り
が
語
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
福
島
か
ら

参
加
し
た
青
年
が
感
じ
た
こ
と
と
は
。
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ア
ン
ガ
・
ヘ
ル
マ
ン
ダ
さ
ん　

{

イ
ン
ド
ネ
シ
ア}

「
青
年
に
は

  

世
界
を
変
え
る
力
が
あ
る
」

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
民
は
3
6
5
0
万
人
。
現
在
農

家
数
が
年
間
5
0
0
0
世
帯
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
１

時
間
に
58
世
帯
の
農
家
が
や
め
て
い
る
計
算
に
な
る
。

若
い
農
家
の
後
継
者
問
題
、
最
近
は
、
温
暖
化
で
気
候

変
動
が
多
い
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

小
農
組
織
を
繋
げ
、
と
も
に
た
た
か
う

　

長
い
植
民
地
時
代
。
そ
し
て
、
緑
の
革
命
の
中
で
優

良
種
子
、
さ
ら
に
は
遺
伝
子
組
み
換
え
種
子
の
開
発
に

取
っ
て
代
わ
っ
た
結
果
、
1
5
0
0
種
類
の
地
元
種
子

（
在
来
種
）
が
消
失
。
当
時
の
政
府
は
、
小
農
の
結
社
の

自
由
を
抑
圧
し
た
。

S
P
I
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
様
々
な
州
の
小
農
組
織
を

繋
げ
、
国
際
的
な
小
農
運
動
と
と
も
に
た
た
か
っ
て
き
た
。

組
織
を
つ
く
る
に
は
教
育
が
必
要
。
そ
れ
を
農
民
だ
け
で

な
く
み
ん
な
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
。
将
来
的
に
は
種
子
を

自
分
た
ち
で
採
取
し
、
農
民
の
権
利
を
確
立
し
て
い
く
運

動
を
強
め
て
い
き
た
い
。
S
P
I
の
青
年
部
は
、
日
本
で

言
う
農
水
省
に
抗
議
行
動
、
農
業
青
年
向
け
の
学
校
を
開

校
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
代
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
の
言
葉

『
老
人
が
1
0
0
0
人
い
て
も
で
き
る
の
は
夢
見
る
こ
と

だ
け
だ
が
、
青
年
に
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
』
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エ
リ
カ
・
ア
イ
リ
・
タ
ケ
オ
さ
ん　

{

ニ
カ
ラ
グ
ア}

「
た
た
か
い
と
希
望
を
世
界
に

 

広
げ
よ
う
」

　

人
口
6
0
0
万
人
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
。
A
T
C
は
小
農
民
5

万
人
の
組
織
で
40
年
前
に
誕
生
し
た
。
A
T
C
は
農
村
の
権

利
、
農
民
の
地
位
向
上
を
目
指
し
活
動
。
教
育
や
訓
練
を
重

視
し
、
青
年
、
女
性
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。
大
規
模
農
場

の
労
働
者
の
権
利
、
賃
金
交
渉
も
行
っ
て
い
る
。
今
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
を
企
業
が
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
は
小
農
民
、
先
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
取
り
戻
し
、
食
糧
主
権
を
確
立
す
る
た
め
の
最
も
大
切
な

柱
。
農
村
に
若
い
人
を
呼
び
込
む
。

社
会
を
変
え
る
教
育

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
協
会
（
I
A
R
A
）

で
は
、
た
た
か
え
、
組
織
を
つ
く
れ
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

と
革
命
を
同
時
に
つ
く
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
若
い
メ
ン
バ
ー

に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
価
値
観
、
社
会
を
変
え
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
授
業
料
は
無
料
。
こ
の
学
校
に
専
門
家
は
い
な
い
。

小
農
民
同
士
の
教
え
あ
い
を
通
じ
農
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
戻
り
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
広
げ
る
。

『
我
々
は
人
々
に
食
料
を
提
供
し
な
が
ら
、
世
界
を
変
革
す

る
た
め
の
運
動
を
築
く
。
た
た
か
い
と
希
望
を
世
界
に
広
げ

よ
う
』

p fo r i l e
【 アンガ・ヘルマンダさん 】
100万人の小農民を束ねるインドネシア
農民組合（SP I）で活動。インドネシア
の伝統的な布製品バティックのシャツで
登場。

アグロエコロジーとは？
アグロエコロジー（ Agroecology ）は世界で現在
推進されている工業化された農業に対するオルタ
ナティブと広く認知され始めている農業や社会の
あり方であり、それを求める運動であり、科学の
ことを意味します。

p fo r i l e
【 エリカ・アイリ・タケオさん 】
ニカラグア農村労働者組合（ATC）
で活動。「アグロエコロジー」教育の
プロフェッショナル。

鈴木清治さん
日本でニカラグアのようなアグロエコロジー
が通用するのかは疑問ですが、私は良いとこ
取りのアグロエコロジーを進めて行きたい。

佐藤幸治さん
海外と日本の取り組みの違いや活動の仕方が
知れて良かったです。そして、インドネシア
の人の話は面白かった。

青木志穂さん
認識の違いが面白く、また理解しあう上で難
しい問題でもあると思った。専門的な話しで
難しいところもあったが些細なところで「な
るほど」と思うところもあった。

安藤優太さん
地域の農民連では自分が一番若いです。同世
代の仲間はふやさなくてはいけないと思いま
した。権利獲得には数の力が必要ですよね！

江田あさみさん
ふたりとも意識が高く「次世代へ繋いでいこ
う」と思いが強いと感じました。言葉や文化
の違いはあっても、農業に対する思いは世界
共通なんだと実感。私も農民連でできること
を楽しんでやっていこうと思います。 

夢みるだけで終われない。
学び、人に触れ、広い視点で日々新たな流れをつくる

北アメリカ大陸

南アメリカ大陸

ニカラグア

オーストラリア

インドネシア

NOTE

２月１５日、福島市へ新規就農者に関す
る要望書を提出、懇談を行いました。農
業次世代人材投資事業において、申請
の段階でハードルを上げないでくださ
い、サポート体制を拡充してほしい、福
島市独自の新規就農者支援制度を設け
てくださいと要望しました。

県北農民連、福島市へ要請

国際農民組織ビア･カンペシーナから2人の農業青
年が福島に来てくれました。アグロエコロジーとい
う考え方を知り、更に農業のもつ多様性や小さいコ
ミュニティでも実践できるヒントを学びました。世
界共通である農業の現状を情報共有できて貴重な
機会となりました。　ｂｙ菅野

農民連フラッシュ① 農民連の役割を果たす
せ い ね ん ぶ 農 人
若き農業者のつぶやき農民連フラッシュ②

2月25日喜多方市内で会津農民連第
31回定期総会が開催されました。戸別
所得補償制度、減反廃止など営農の困
難はあるが、政策要求、物づくりや税金
などの取り組みを通して、会津での農
民連の役割を果たしていくことが提案
されました。

参 加 者 の 感 想

㈱オルター・トレード・ジャパンHPより


